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15議員が市政を問う一 般 質 問

問　市ではリネットジャパンリサイクル株式会
社と提携し使用済パソコンの無料回収をしてい
るが、無料回収について市民への周知を強化す
る考えは。
答　市ホームページや年１回の広報とわだへの
記事の掲載のほか、令和８年度版ごみカレンダ
ーに、パソコンの無料回収などについてのＱＲ
コードを掲載しています。また、市公式ＬＩＮ
Ｅで年２回の周知を行う予定としており、今後
も様々な方法により、定期的に周知を図ってい
きたいと考えています。

問　西地区シャトルバスを焼山地区まで延伸す
る考えは。
答　現在運行している路線バスと経路が重複し
てしまうことや長距離輸送に起因する経費の増
加、路線バスの利用者数から推測してまとまっ
た需要が見込めないことなどの理由から、現時
点では難しいと考えています。
問　過疎対策事業債を活用し、休屋地区から市
内中心部までの往復区間をタクシーで試験運用
する考えは。
答　過疎債を活用した定期便の試験運用は、公
共ライドシェアである公共交通空白地有償運送
で可能と思われますが、路線バスと競合しない
ような料金設定にすることや運転手を確保する
等の課題があるため、運行事業者と運行体制を
協議し、試験運用の可否について検討します。

問　市の防災対策に対する考えは。
答　令和８年度の組織再編において防災危機管
理室を防災安全課に昇格させ、災害時に備える
体制を強化するほか、市防災マップを更新し、
災害リスクを周知していきたいと考えています。

問　第３次総合計画で市長が描く10年後の十
和田市の将来像は。
答　美しく豊かな自然環境、町なかに広がるア
ート、洗練された建築物、豊かな農畜産物など
全国に誇れる上質な地域資源をさらに磨き上
げ、全国へ発信しながら、企業や人材など新た
な力を呼び込み、若い世代に選んでもらえる持
続可能なまちづくりが、今後の市の発展に重要
だと考えています。市民一人一人が本市に住む
喜びや誇りを感じられる、いわゆるシビックプ
ライドを持てる市として歩んでいける将来像を
描いています。
問　計画策定にあたり、市民の声をどのように
拾い、反映させるか。
答　年齢や性別等にかかわらず様々な立場の方
の意見を集約するなど、多様な市民参画の機会
を設けることとしています。具体的には、総合
計画審議会や総合計画策定市民委員会の委員か
ら意見をいただいているほか、市民、小中高校
生、北里大学生へのアンケートの実施、市民ワ
ークショップ、若者ワークショップ、市ホーム
ページでの意見募集などを実施し、多くの市民
よりご意見をいただいています。各種ワークシ
ョップは令和８年度も実施し、分野ごとにグル
ープを分け、基本構想実現のための具体的な施
策について、ご意見を伺いたいと考えています。
問　ウェルビーイング（市民の幸福度）指標を
計画にどのように生かすのか。
答　市民アンケートで把握したウェルビーイング
は10点満点中6.4点であり、この数値を本市の
基準値とし、第３次総合計画ではこの値を引き上
げることを目標に施策を展開します。前期計画終
了時に市民アンケートを実施し、基準値と比較し
て後期計画に反映させたいと考えています。

問　専門的知見や豊富な実践経験を有する幼児
教育アドバイザーを設置する考えは。
答　県において、令和５年８月から幼児教育ア
ドバイザーを無料で派遣する幼児教育アドバイ
ザー派遣事業を開始していますが、市内保育施
設の利用状況は令和５年度に１件と少ない状況
にあることから、現時点では市単独の配置は行
わず、まずは県の派遣事業についての周知に努
め、事業の活用を促していきたいと考えます。

問　地震発生時の県との連絡体制は。
答　市の地域防災計画に基づき、電話連絡や県
総合防災情報システムの活用などにより、最も
迅速かつ確実な方法で被害状況を報告していま
す。また、急を要する場合は、市長と知事との
ホットラインにより直接連絡を取る仕組みも整
えています。
問　他自治体からの応援要請への対応は。
答　県と県内全ての市町村との間で締結されて
いる青森県市町村相互応援に関する協定により、
被災市町村が県に対して応援を要請し、県から
の依頼により必要な対応を行うこととなります。

問　市職員の「子の看護等休暇」制度の概要は。
答　小学校６年生までの子供を養育する職員が、
負傷や疾病にかかった子供の世話や感染症予防
等のための学校休業に伴う子供の世話などをす
る場合、子供が１人の場合は年５日、２人以上
の場合は年10日の有給休暇を取得できます。
問　運動会や授業参観などの学校行事への参加
を目的とした子の看護等休暇の取得は可能か。
答　現在、国や県内自治体において、式典以外
の学校行事は休暇の対象外としていることから、
本市においても対象外としています。

問　東コミュニティセンターにおける「憩いの
カフェサロン」は全世代が交流する心のインフ
ラとして機能していると思いますが、開催場所
のロビーには冷房設備がなく、熱中症のリスク
が極めて高い状況にあるため、冷房設備を設置
する考えは。
答　ロビーは、利用者が一時的にくつろぐため
の共用スペースであり、長時間の滞在を想定し
た設計ではないことや費用面の課題から冷房設
備は設置していません。熱中症のリスクはある
と認識しているため、夏季の期間中はすでに冷
房設備が整備されている部屋を有効に利用する
など、開催場所の検討を含め、主催者の東地区
コミュニティ推進協議会と課題解決に努めてい
きたいと考えています。

問　発災時の災害廃棄物の仮置場について、具
体的なシミュレーションと円滑な処理に向けた
今後の取組は。
答　令和８年度末までに災害廃棄物処理の「初
動対応マニュアル」を作成したいと考えていま
す。
問　現場の混乱を防ぎ、迅速な支援を届けるた
めに、ＤＸを活用した避難者マネジメントシス
テムを導入する考えは。
答　システムの導入は先行自治体の事例も参考
に、検討を進めていきたいと考えています。

問　介護職員が専門業務に専念できる環境を整
えるため、介護現場に隙間時間を活用して業務
を担う有償ボランティアとのマッチングサービ
スである「スケッター」を導入する考えは。
答　新たな人材確保に資する有効な手法と捉え
ているため、現場の実情を把握し、導入の是非
を検討したいと考えています。
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第１回定例会は、15人の議員から一般質問がありました。紙面の都合上、各議員が指定した質問事項とその答弁を要約して
掲載しています。詳細については、十和田市ホームページ内、会議録検索システム（６月掲載予定）をご覧ください。
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